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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
セ ル ロ ー ス 撥 水 繊 維 を 含 む 繊 維 集 合 体 と 、 撥 水 処 理 さ れ て い な い 繊 維 集 合 体 か ら 形 成 さ れ  
た 繊 維 製 品 で あ り 、
前 記 セ ル ロ ー ス 撥 水 繊 維 を 含 む 繊 維 集 合 体 は 、 綿 （ わ た ） 、 繊 維 束 及 び 糸 か ら 選 ば れ る 少  
な く と も 一 つ の 状 態 で 撥 水 剤 が セ ル ロ ー ス 繊 維 表 面 に 架 橋 さ れ た 状 態 で 固 着 さ れ て お り 、
前 記 繊 維 製 品 は 反 物 染 色 さ れ 、 前 記 撥 水 処 理 さ れ て い な い 繊 維 集 合 体 は 染 色 さ れ 、 前 記 セ  
ル ロ ー ス 撥 水 繊 維 を 含 む 繊 維 集 合 体 は 染 色 さ れ て い な い こ と を 特 徴 と す る 繊 維 製 品 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 繊 維 製 品 は 反 物 染 色 デ ニ ム 調 生 地 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 繊 維 製 品 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 セ ル ロ ー ス 繊 維 は 、 天 然 セ ル ロ ー ス 繊 維 で あ る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 繊 維 製 品 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 撥 水 剤 が フ ッ 素 系 撥 水 剤 で あ る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 繊 維 製 品 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 セ ル ロ ー ス 撥 水 繊 維 の フ ッ 素 含 有 率 は 、 ０ ． ０ １ ～ １ ． ４ 質 量 ％ で あ る 請 求 項 １ ～ ４  
の い ず れ か に 記 載 の 繊 維 製 品 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 繊 維 製 品 は 織 物 で あ り 、 一 方 の 糸 は 前 記 セ ル ロ ー ス 撥 水 繊 維 を 含 む 糸 で あ り 、 他 方 の  
糸 は 撥 水 処 理 さ れ て い な い 糸 で あ る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の 繊 維 製 品 。

請求項の数　9　（全8頁）
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【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の セ ル ロ ー ス 撥 水 繊 維 を 含 む 繊 維 製 品 の 製 造 方 法 で あ っ て 、
綿 （ わ た ） 、 繊 維 束 及 び 糸 か ら 選 ば れ る 少 な く と も 一 つ の 繊 維 集 合 体 に 撥 水 剤 を 付 着 さ せ  
、 乾 燥 後 、 加 熱 キ ュ ア す る こ と に よ り 撥 水 剤 を セ ル ロ ー ス 繊 維 表 面 に 架 橋 さ せ た 繊 維 集 合  
体 と 、
撥 水 処 理 さ れ て い な い 繊 維 集 合 体 か ら 繊 維 製 品 を 形 成 し て 反 物 と し 、
そ の 後 、 前 記 反 物 を 染 色 処 理 し 、 前 記 撥 水 処 理 さ れ て い な い 繊 維 集 合 体 は 染 色 し 、 前 記 セ  
ル ロ ー ス 撥 水 繊 維 を 含 む 繊 維 集 合 体 は 防 染 に よ り 染 色 し な い 繊 維 製 品 を 得 る こ と を 特 徴 と  
す る 繊 維 製 品 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 加 熱 キ ュ ア 条 件 は 、 温 度 １ ５ ０ ～ １ ９ ０ ℃ で 、 時 間 ２ ～ ２ ０ 分 で あ る 請 求 項 ７ に 記 載  
の 繊 維 製 品 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 綿 （ わ た ） 又 は 繊 維 束 で 撥 水 剤 を セ ル ロ ー ス 繊 維 表 面 に 架 橋 さ せ た 場 合 は 、 開 繊 処 理  
す る 請 求 項 ７ 又 は ８ に 記 載 の 繊 維 製 品 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 セ ル ロ ー ス 撥 水 繊 維 を 含 む 繊 維 集 合 体 と そ の 製 造 方 法 及 び こ れ を 用 い た 繊 維 製  
品 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
ス ポ ー ツ 衣 料 、 夏 用 衣 料 な ど 多 量 に 汗 を か く と き に 着 用 す る 衣 料 に は 撥 水 処 理 を し た 繊 維  
衣 料 が 使 用 さ れ る 。 こ の 用 途 に 使 用 さ れ る 多 く の 衣 料 は 、 ポ リ エ ス テ ル な ど の 合 成 繊 維 衣  
料 を 使 用 し 、 撥 水 処 理 し て 速 乾 性 を 高 め た も の で あ る 。 特 許 文 献 １ に は 、 撥 水 処 理 し た ポ  
リ エ ス テ ル 短 繊 維 束 と 、 撥 水 処 理 し て い な い 木 綿 紡 績 糸 を 合 撚 し 、 木 綿 紡 績 糸 を 撥 水 処 理  
し た ポ リ エ ス テ ル 繊 維 で 被 覆 し た 糸 と し 、 ス ポ ー ツ 衣 料 な ど に 使 用 す る こ と が 提 案 さ れ て  
い る 。 引 用 文 献 ２ に は 、 芯 に 撥 水 処 理 し た 木 綿 を 配 置 し 、 鞘 に 撥 水 処 理 し て い な い 天 然 繊  
維 を 配 置 し た 紡 績 糸 が 提 案 さ れ て い る 。 引 用 文 献 ３ に は 、 木 綿 な ど の 繊 維 を 染 色 時 に 撥 水  
処 理 す る こ と が 提 案 さ れ て い る 。 引 用 文 献 ４ に は 、 経 糸 に イ ン ジ ゴ 染 色 し た 木 綿 糸 を 配 置  
し 、 緯 糸 に ポ リ エ ス テ ル 糸 と 高 収 縮 糸 を 配 置 し 、 緯 糸 二 重 組 織 に よ る デ ニ ム 生 地 が 提 案 さ  
れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 開 平 ５ － ３ ３ ２ ３ ４ 号 公 報
特 開 平 ４ － ２ ７ ２ ２ ４ ７ 号 公 報
特 開 昭 ６ ０ － ７ ５ ６ ７ ８ 号 公 報
特 表 ２ ０ １ ３ － ５ ２ ０ ５ ７ ９ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
し か し 、 前 記 従 来 技 術 は 、 耐 久 性 の あ る 撥 水 性 セ ル ロ ー ス 繊 維 を 得 る に は 問 題 が あ り 、 撥  
水 性 セ ル ロ ー ス 繊 維 を 防 染 に 使 用 す る こ と は 検 討 さ れ て こ な か っ た 。 さ ら に 、 特 許 文 献 ４  
の よ う な イ ン ジ ゴ 染 色 木 綿 糸 は 、 色 移 り の 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 、 前 記 従 来 の 問 題 を 解 決 す る た め 、 耐 久 性 の あ る 撥 水 性 が あ り 、 防 染 に 使 用 す る  
こ と が で き 、 か つ 色 移 り の 問 題 の 無 い セ ル ロ ー ス 撥 水 繊 維 を 含 む 繊 維 集 合 体 と そ の 製 造 方  
法 及 び 繊 維 製 品 を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 の 繊 維 製 品 は 、 セ ル ロ ー ス 撥 水 繊 維 を 含 む 繊 維 集 合 体 と 、 撥 水 処 理 さ れ て い な い 繊  
維 集 合 体 か ら 形 成 さ れ た 繊 維 製 品 で あ り 、 前 記 セ ル ロ ー ス 撥 水 繊 維 を 含 む 繊 維 集 合 体 は 、  
綿 （ わ た ） 、 繊 維 束 及 び 糸 か ら 選 ば れ る 少 な く と も 一 つ の 状 態 で 撥 水 剤 が セ ル ロ ー ス 繊 維  
表 面 に 架 橋 さ れ た 状 態 で 固 着 さ れ て お り 、 前 記 繊 維 製 品 は 反 物 染 色 さ れ 、 前 記 撥 水 処 理 さ  
れ て い な い 繊 維 集 合 体 は 染 色 さ れ 、 前 記 セ ル ロ ー ス 撥 水 繊 維 を 含 む 繊 維 集 合 体 は 染 色 さ れ  
て い な い こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 の 繊 維 製 品 の 製 造 方 法 は 、 前 記 の セ ル ロ ー ス 撥 水 繊 維 を 含 む 繊 維 製 品 の 製 造 方 法 で  
あ っ て 、 綿 （ わ た ） 、 繊 維 束 及 び 糸 か ら 選 ば れ る 少 な く と も 一 つ の 繊 維 集 合 体 に 撥 水 剤 を  
付 着 さ せ 、 乾 燥 後 、 加 熱 キ ュ ア す る こ と に よ り 撥 水 剤 を セ ル ロ ー ス 繊 維 表 面 に 架 橋 さ せ た  
繊 維 集 合 体 と 、 撥 水 処 理 さ れ て い な い 繊 維 集 合 体 か ら 繊 維 製 品 を 形 成 し て 反 物 と し 、 そ の  
後 、 前 記 反 物 を 染 色 処 理 し 、 前 記 撥 水 処 理 さ れ て い な い 繊 維 集 合 体 は 染 色 し 、 前 記 セ ル ロ  
ー ス 撥 水 繊 維 を 含 む 繊 維 集 合 体 は 防 染 に よ り 染 色 し な い 繊 維 製 品 を 得 る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の 繊 維 製 品 は 、 前 記 の セ ル ロ ー ス 撥 水 繊 維 を 含 む 繊 維 集 合 体 を 含 む 繊 維 製 品 で あ る  
こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 は 、 綿 （ わ た ） 、 繊 維 束 、 糸 及 び 生 機 か ら 選 ば れ る 少 な く と も 一 つ で あ り 、 撥 水 剤  
が セ ル ロ ー ス 繊 維 表 面 に 架 橋 さ れ た 状 態 で 固 着 さ れ て い る セ ル ロ ー ス 撥 水 繊 維 を 含 む 繊 維  
集 合 体 と す る こ と に よ り 、 耐 久 性 が あ り 、 か つ 防 染 に 使 用 す る こ と が で き る セ ル ロ ー ス 撥  
水 繊 維 を 含 む 繊 維 集 合 体 と そ の 製 造 方 法 及 び 繊 維 製 品 を 提 供 で き る 。 こ の 撥 水 繊 維 は 、 ス  
ポ ー ツ 衣 料 、 夏 用 衣 料 な ど 多 量 に 汗 を か く と き に 着 用 す る 衣 料 に 好 適 で あ る 。 ま た 、 前 記  
撥 水 繊 維 は 後 染 の 際 の 防 染 作 用 が あ る こ と か ら 、 特 定 の 糸 （ 例 え ば 緯 糸 ） は 本 発 明 の 糸 を  
使 用 し 、 他 の 糸 （ 例 え ば 経 糸 ） は 通 常 の 木 綿 糸 を 使 用 し て １ ０ ０ ％ の 木 綿 織 物 と し た 後 、  
木 綿 繊 維 に 好 適 な 染 色 （ 例 え ば 反 応 性 染 色 ） を す る こ と が で き 、 染 色 に お い て は 通 常 の 木  
綿 糸 の み が 染 色 さ れ 、 撥 水 処 理 し た 糸 は 染 色 さ れ な い こ と か ら 、 一 例 と し て 、 後 染 デ ニ ム  
調 の 生 地 を 得 る こ と が で き る 。 こ の 生 地 は 堅 牢 度 が 優 れ て お り 、 例 え ば 色 移 り 等 の 問 題 は  
な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ０ 】
【 図 １ 】 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 撥 水 繊 維 の 製 造 方 法 を 示 す 工 程 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
綿 （ わ た ） 、 繊 維 束 、 糸 又 は 生 機 等 の 繊 維 集 合 体 は 、 従 来 、 撥 水 処 理 す る こ と は あ ま り 行  
わ れ て こ な か っ た 。 そ の 理 由 は 、 綿 （ わ た ） や 繊 維 束 で 撥 水 処 理 す る と 、 繊 維 の 滑 り 性 が  
変 化 し 、 紡 績 し に く く な る と 思 わ れ て い た か ら で あ る 。 ま た 、 糸 や 生 機 で 撥 水 処 理 す る と  
、 染 色 で き な く な る か 又 は 染 色 し に く く な る 問 題 が あ り 、 良 質 な 製 品 は 得 ら れ な い と 思 わ  
れ て い た 。 し か し 、 本 発 明 者 ら は 、 従 来 問 題 が あ る と さ れ て い た 綿 （ わ た ） 、 繊 維 束 、 糸  
又 は 生 機 等 の 繊 維 集 合 体 を 撥 水 処 理 す る と 、 意 外 に も 広 い 製 品 展 開 が で き る こ と が わ か り  
、 本 発 明 を 完 成 さ せ る に 至 っ た 。 ま た 、 セ ル ロ ー ス 繊 維 は 親 水 性 繊 維 で あ り 、 従 来 、 撥 水  
処 理 す る こ と は あ ま り 行 わ れ て こ な か っ た 。 し か し 、 反 物 染 色 前 の セ ル ロ ー ス 繊 維 を 撥 水  
処 理 す る と 、 こ れ も ま た 広 い 製 品 展 開 が で き る こ と が わ か っ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 の セ ル ロ ー ス 撥 水 繊 維 を 含 む 繊 維 集 合 体 は 、 綿 （ わ た ） 、 繊 維 束 、 糸 及 び 生 機 か ら  
選 ば れ る 少 な く と も 一 つ で あ り 、 撥 水 剤 が セ ル ロ ー ス 繊 維 表 面 に 架 橋 さ れ た 状 態 で 固 着 さ  
れ て い る 。 前 記 に お い て 、 綿 （ わ た ） は 開 繊 綿 で あ っ て も 未 開 繊 綿 で あ っ て も よ い 。 繊 維  
束 は ウ ェ ブ 、 ス ラ イ バ ー 等 で あ る 。 糸 は 粗 糸 、 紡 績 糸 等 で あ る 。 生 機 は 織 り 上 が っ た 織 物  
又 は 編 み 上 が っ た 編 物 等 で あ る 。 綿 （ わ た ） 及 び 繊 維 束 で 撥 水 剤 を 架 橋 さ せ た 場 合 は 、 カ  
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ー ド 等 で 開 繊 す る の が 好 ま し い 。 開 繊 或 い は 開 繊 か ら 粗 糸 ま で の 工 程 に お い て は 、 他 の 繊  
維 と 混 紡 す る こ と も で き る 。 糸 及 び 生 機 で 撥 水 剤 を 架 橋 さ せ た 場 合 は 、 撥 水 繊 維 の 後 染 の  
際 の 防 染 作 用 を 生 か し た 用 途 に 有 用 で あ る 。 本 発 明 の 繊 維 集 合 体 は 、 反 物 染 色 前 の 状 態 の  
段 階 で 撥 水 処 理 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 に お い て は 、 撥 水 剤 は セ ル ロ ー ス 繊 維 表 面 に 架 橋 さ れ た 状 態 で 固 着 さ れ て い る 。 架  
橋 は 、 撥 水 剤 と 架 橋 剤 と を 混 合 し た 水 溶 液 又 は 水 分 散 液 を セ ル ロ ー ス 繊 維 表 面 に 付 着 さ せ  
、 熱 キ ュ ア 等 に よ り 、 セ ル ロ ー ス 繊 維 表 面 に 強 固 に 一 体 化 さ れ た 状 態 を い う 。 後 の 染 色 や  
洗 濯 で は 撥 水 性 は 維 持 さ れ る 。 こ の た め 、 反 物 染 色 し た 場 合 は 、 撥 水 剤 が 架 橋 さ れ た セ ル  
ロ ー ス 繊 維 部 分 は 染 色 さ れ ず 、 防 染 と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
セ ル ロ ー ス 繊 維 は 、 天 然 セ ル ロ ー ス 繊 維 及 び 再 生 セ ル ロ ー ス 繊 維 か ら 選 ば れ る 少 な く と も  
一 つ で あ る の が 好 ま し く 、 さ ら に 好 ま し く は 天 然 セ ル ロ ー ス 繊 維 で あ る 。 天 然 セ ル ロ ー ス  
繊 維 と し て は 、 木 綿 、 麻 等 が あ り 、 再 生 セ ル ロ ー ス 繊 維 と し て は 、 普 通 レ ー ヨ ン 、 ベ ン ベ  
ル ク レ ー ヨ ン 、 溶 剤 型 レ ー ヨ ン 、 リ ヨ セ ル 等 が あ る 。 な お 、 本 発 明 は 、 夾 雑 物 や 汚 れ を 除  
去 す る た め の 精 錬 漂 白 工 程 が 必 要 と な る 天 然 セ ル ロ ー ス 繊 維 の 場 合 に お い て 特 に 有 効 で あ  
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 の セ ル ロ ー ス 撥 水 繊 維 を 含 む 繊 維 集 合 体 は ２ ０ 質 量 ％ 以 上 、 好 ま し く は ３ ５ 質 量 ％  
以 上 、 さ ら に 好 ま し く は ５ ０ 質 量 ％ 以 上 で あ れ ば 、 本 発 明 の 作 用 効 果 を 達 成 で き る 。 し た  
が っ て 、 ８ ０ 質 量 ％ 以 下 、 好 ま し く は ６ ５ 質 量 ％ 以 下 、 さ ら に 好 ま し く は ５ ０ 質 量 ％ 以 下  
の 範 囲 で さ ら に 他 の 繊 維 を 含 ん で も よ い 。 他 の 繊 維 と し て は 、 セ ル ロ ー ス 繊 維 以 外 の 繊 維  
、 撥 水 処 理 し て い な い セ ル ロ ー ス 繊 維 等 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ６ 】
撥 水 剤 は フ ッ 素 系 撥 水 剤 が 好 ま し い 。 と く に 加 熱 キ ュ ア タ イ プ の も の が 耐 久 性 の 点 で 好 ま  
し い 。 さ ら に 、 フ ッ 素 系 撥 水 剤 と と も に 架 橋 剤 を 併 用 し 、 セ ル ロ ー ス 繊 維 表 面 に フ ッ 素 系  
撥 水 剤 を 架 橋 し て 固 着 さ せ る の が 好 ま し い 。 架 橋 剤 と し て は ウ レ タ ン 系 架 橋 剤 、 ア ク リ ル  
系 架 橋 剤 が 挙 げ ら れ る が 、 ウ レ タ ン 系 架 橋 剤 が 特 に 好 ま し い 。 こ の よ う な 撥 水 剤 と し て は  
、 例 え ば 日 華 化 学 社 製 、 商 品 名 “ Ｎ Ｋ ガ ー ド Ｓ － ０ ９ ” 等 が あ り 、 架 橋 剤 と し て は 例 え ば 日  
華 化 学 社 製 、 商 品 名 “ Ｎ Ｋ ア シ ス ト Ｖ ” 等 が あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
撥 水 剤 と し て フ ッ 素 系 撥 水 剤 を 用 い る 場 合 、 フ ッ 素 含 有 率 は ０ ． ０ １ ～ １ ． ４ 質 量 ％ で あ  
る の が 好 ま し い 。 さ ら に 好 ま し く は ０ ． １ ～ １ ． ０ 質 量 ％ で あ り 、 と く に 好 ま し く は ０ ．  
２ ～ ０ ． ７ 質 量 ％ で あ る 。 前 記 の 範 囲 で あ れ ば 、 防 染 性 は 実 用 的 に 十 分 で あ る 。 な お 、 フ  
ッ 素 含 有 率 は 、 撥 水 処 理 し た 綿 （ ワ タ ） 等 に つ い て 蛍 光 Ｘ 線 分 析 装 置 に よ り 検 出 さ れ た 元  
素 の ト ー タ ル 和 を １ ０ ０ と し た 場 合 の 、 フ ッ 素 元 素 の 割 合 と し て 測 定 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 の 繊 維 製 品 は 、 前 記 の セ ル ロ ー ス 撥 水 繊 維 を 含 む 。 一 例 と し て 、 繊 維 製 品 は 後 染 デ  
ニ ム 調 生 地 で あ る 。 こ の 生 地 は 経 糸 に 通 常 の 木 綿 紡 績 糸 を 配 置 し 、 緯 糸 に 本 発 明 の 撥 水 処  
理 し た 木 綿 紡 績 糸 を 配 置 し て 織 物 に し た 後 、 後 染 （ 反 物 染 色 ） す る と 経 糸 は 染 ま り 、 緯 糸  
は 染 ま ら な い こ と か ら デ ニ ム 調 生 地 が 得 ら れ る 。 他 の 例 と し て は 、 デ ニ ム 調 生 地 以 外 の 交  
織 品 、 交 編 品 、 或 い は 部 分 的 に 本 発 明 の 撥 水 処 理 し た 木 綿 紡 績 糸 を 配 置 し た 生 地 が あ る 。  
部 分 的 に 本 発 明 の 撥 水 処 理 し た 木 綿 紡 績 糸 を 配 置 し た 生 地 は 、 白 抜 き 模 様 と す る こ と も で  
き る 。 本 発 明 の 紡 績 糸 を 使 用 し た 織 編 物 は 、 後 染 め に よ り 染 色 が 可 能 で あ り 、 し か も 全 体  
と し て 撥 水 性 を 有 す る も の と な る 。 本 発 明 に お い て は 、 綿 染 め 、 糸 染 め の 後 に 撥 水 処 理 し  
て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 発 明 の セ ル ロ ー ス 撥 水 繊 維 を 含 む 繊 維 集 合 体 の 製 造 方 法 は 、 下 記 の 工 程 を 含 む 。
（ １ ） 綿 （ わ た ） 、 繊 維 束 、 糸 及 び 生 機 か ら 選 ば れ る 少 な く と も 一 つ の 繊 維 集 合 体 に 撥 水  
剤 を 付 着 さ せ る 工 程 。
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繊 維 集 合 体 に 撥 水 剤 を 付 着 さ せ る 方 法 は 、 含 浸 、 ス プ レ ー 、 パ デ ィ ン グ 等 の 方 法 が あ る 。  
撥 水 剤 は 水 に 分 散 さ せ て 付 着 さ せ る の が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 均 一 付 着 で き る 。
（ ２ ） 乾 燥 後 、 加 熱 キ ュ ア す る こ と に よ り 撥 水 剤 を セ ル ロ ー ス 繊 維 表 面 に 架 橋 さ せ る 工 程 。
乾 燥 と 加 熱 キ ュ ア は 連 続 し た 加 熱 乾 燥 機 で 処 理 し て も よ い 。 ま た 、 加 熱 キ ュ ア 条 件 は 、 温  
度 １ ５ ０ ～ １ ９ ０ ℃ 、 時 間 ２ ～ ２ ０ 分 が 好 ま し い 。 こ の 場 合 、 セ ル ロ ー ス 繊 維 を 熱 に よ り  
傷 め な い よ う に す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
綿 （ わ た ） 又 は 繊 維 束 で 撥 水 剤 を セ ル ロ ー ス 繊 維 表 面 に 架 橋 さ せ た 場 合 は 、 開 繊 処 理 す る  
の が 好 ま し い 。 撥 水 処 理 に よ り 繊 維 同 士 が 収 束 す る 場 合 も あ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
以 下 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 撥 水 繊 維 の 製 造 方 法 を 示 す 工 程  
図 で あ る 。 セ ル ロ ー ス 繊 維 の 原 綿 を ま ず 混 綿 し 、 カ ー ド 機 に よ り 開 繊 し 、 ウ ェ ブ を 形 成 し  
、 次 い で 練 条 工 程 で ス ラ イ バ ー （ 繊 維 束 ) と す る 。 そ の 後 、 撥 水 剤 と 架 橋 剤 の 水 分 散 液 に 含  
浸 さ せ 、 絞 り 、 乾 燥 後 、 加 熱 キ ュ ア リ ン グ し て 撥 水 剤 を セ ル ロ ー ス 繊 維 表 面 に 撥 水 剤 を 架  
橋 さ せ 固 着 す る 。 そ の 後 、 再 度 混 綿 し 、 カ ー ド 機 に 掛 け 開 繊 し た ウ ェ ブ と し 、 練 条 工 程 で  
ス ラ イ バ ー と し 、 粗 紡 工 程 、 精 紡 工 程 に よ り 紡 績 糸 と す る 。 得 ら れ た 紡 績 糸 は 織 物 又 は 編  
物 に す る 。 織 物 又 は 編 物 は 、 一 例 と し て 前 記 撥 水 処 理 し た 紡 績 糸 と 、 撥 水 処 理 し て い な い  
通 常 の 紡 績 糸 と を 交 織 す る 。 こ の よ う に し て 染 色 す る と 、 撥 水 処 理 し て い な い 通 常 の 紡 績  
糸 は 染 ま る が 、 撥 水 処 理 し た 紡 績 糸 は 染 ま ら ず 、 不 均 一 染 色 物 が 得 ら れ る 。 こ の よ う な 不  
均 一 染 色 物 は デ ニ ム 調 生 地 と し て 有 用 で あ る 。 前 記 に お い て 、 繊 維 束 の 状 態 で 撥 水 剤 を 付  
与 す る の は 、 連 続 処 理 が 可 能 で 、 物 質 操 作 （ マ テ リ ア ル   ハ ン ド リ ン グ ） も 便 利 で あ る か  
ら で あ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
以 下 実 施 例 を 用 い て 本 発 明 を 具 体 的 に 説 明 す る 。 な お 、 本 発 明 は 下 記 の 実 施 例 に 限 定 さ れ  
る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
（ 実 施 例 １ ）
＜ 原 綿 ＞
原 綿 と し て エ ジ プ ト 綿 を 使 用 し た 。
＜ 撥 水 綿 （ わ た ） の 製 造 ＞
図 １ に 示 す 製 造 方 法 に よ り 撥 水 綿 （ わ た ） を 製 造 し た 。 フ ッ 素 系 撥 水 剤 と し て 日 華 化 学 社  
製 、 商 品 名 “ Ｎ Ｋ ガ ー ド Ｓ － ０ ９ ” を ２ ０ リ ッ ト ル 、 ウ レ タ ン 系 架 橋 剤 と し て 日 華 化 学 社 製  
、 商 品 名 “ Ｎ Ｋ ア シ ス ト Ｖ ” を ４ リ ッ ト ル 、 浸 透 剤 と し て ハ ン ツ マ ン 社 製 、 商 品 名 “ Ｉ Ｎ Ｖ Ａ  
Ｄ Ｉ Ｎ Ｅ ６ ５ ０ ” を １ リ ッ ト ル 使 用 し 、 こ れ に 水 を 加 え て ２ ０ ０ リ ッ ト ル と し た 。 こ の 薬 液  
に ス ラ イ バ ー を 含 浸 さ せ 、 マ ン グ ル で 絞 り 、 乾 燥 後 １ ７ ０ ℃ で １ ０ 分 間 加 熱 キ ュ ア リ ン グ  
し 、 撥 水 剤 （ 架 橋 剤 込 み ） を 架 橋 さ せ た 。 当 該 撥 水 綿 を 、 株 式 会 社 リ ガ ク 製 蛍 光 Ｘ 線 分 析  
装 置 （ Ｚ Ｓ Ｘ １ ０ ０ ｅ ： Ｅ Ｚ ス キ ャ ン 法 ） を 用 い て フ ッ 素 含 有 率 を 測 定 し た と こ ろ ０ ． ４  
質 量 ％ で あ っ た 。
＜ 紡 績 糸 の 製 造 ＞
そ の 後 、 図 １ に 示 す よ う に 混 綿 工 程 に 戻 し 、 開 繊 し た ウ ェ ブ と し 、 練 条 工 程 で ス ラ イ バ ー  
と し 、 粗 紡 工 程 、 精 紡 （ リ ン グ 精 紡 ） 工 程 に よ り 紡 績 糸 と し た 。 得 ら れ た 紡 績 糸 は 英 式 番  
手 ７ 番 で あ っ た 。 撥 水 綿 （ わ た ） の 紡 績 工 程 通 過 性 は 、 通 常 の 木 綿 と 変 わ ら な か っ た 。
＜ 織 物 の 製 造 ＞
経 糸 に 英 式 番 手 ７ . ２ 番 （ 単 糸 ） の 通 常 の 紡 績 糸 を 配 置 し 、 緯 糸 に 前 記 撥 水 綿 で 製 造 し た 紡  
績 糸 （ 英 式 番 手 ７ 番 、 単 糸 ） を 配 置 し た 経 糸 密 度 ６ ５ 本 / i n c h 、 緯 糸 密 度 ４ ０ 本 / i n c h 、 織  
物 組 織 ３ ／ １ 綾 織 の 生 地 を 製 織 し た 。 得 ら れ た 生 地 を 常 法 に 従 い 、 毛 焼 き 、 糊 抜 き 、 精 練  
、 漂 白 し 、 シ ル ケ ッ ト 加 工 を 行 っ た 。 そ の 後 、 常 法 に 従 い 反 応 性 染 料 を 含 浸 、 発 色 固 着 さ  
せ 、 柔 軟 剤 を 付 け て 仕 上 処 理 を 行 い 、 経 糸 が 染 ま っ た デ ニ ム 調 の 生 地 が 得 ら れ た 。 こ の 生  
地 の 仕 上 げ 質 量 （ 目 付 ） は ３ ８ ０ ｇ ／ ｍ 2 で あ っ た 。 撥 水 綿 （ わ た ） の 織 物 ～ 染 色 工 程 通  
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過 性 は 、 通 常 の 木 綿 と 変 わ ら な か っ た 。 な お 、 デ ニ ム 調 生 地 の 裏 面 側 に は 、 緯 糸 で あ る 撥  
水 紡 績 糸 が 出 現 す る が 、 裏 面 側 か ら 綿 の 場 合 と 同 様 の 装 置 ・ 方 法 を 用 い て フ ッ 素 含 有 率 を  
測 定 し た と こ ろ ０ ． ３ 質 量 ％ で あ っ た 。
＜ 評 価 ＞
得 ら れ た 生 地 は 木 綿 糸 １ ０ ０ ％ 使 い で あ り 、 風 合 い も 良 好 で あ っ た 。 こ の 生 地 を Ｊ Ｉ Ｓ   
Ｌ ０ ０ ０ １ ： ２ ０ １ ４ ( 記 号 番 号 １ ４ １ ) に 規 定 さ れ て い る 方 法 で 水 洗 い 洗 濯 ２ ０ 回 の 洗 濯  
試 験 を し た が 、 色 落 ち 、 色 移 り は な か っ た 。 ま た 、 洗 濯 堅 牢 度 試 験 （ Ｊ Ｉ Ｓ Ｌ ０ ８ ４ ４ ：  
２ ０ １ １   Ａ － ２ 号 ） で は 、 木 綿 生 地 の 一 般 的 な 反 物 染 色 （ 例 え ば ア ル カ リ ス チ ー ミ ン グ  
法 ） と 同 程 度 で あ り 、 変 退 色 ４ － ５ 級 、 汚 染 ４ － ５ 級 と い う 結 果 と な っ た 。 経 糸 を 糸 段 階  
で イ ン ジ ゴ 染 色 し た デ ニ ム 生 地 と 比 較 す る と 堅 牢 度 は 良 好 で あ り 、 特 に 摩 擦 堅 牢 度 （ Ｊ Ｉ  
Ｓ Ｌ ０ ８ ４ ９ ： ２ ０ １ ３   I I 形 法 ） は 、 一 般 的 な イ ン ジ ゴ 染 色 し た デ ニ ム 生 地 の 場 合 、 乾 燥  
２ 級 （ タ テ 方 向 ） 、 湿 潤 １ 級 （ タ テ 方 向 ） で あ る が 、 本 実 施 例 品 は 、 乾 燥 ４ － ５ 級 （ タ テ  
方 向 ） 、 湿 潤 ２ 級 （ タ テ 方 向 ） と い う 良 好 な 結 果 と な っ た 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
本 発 明 の 生 地 は 、 デ ニ ム 調 生 地 、 ス ポ ー ツ 衣 料 、 夏 用 衣 料 な ど に も 適 用 で き る 。 ま た 、 靴  
、 帽 子 、 バ ッ ク 、 カ ー テ ン 、 ソ フ ァ ー カ バ ー 等 に 用 い る こ と も で き る 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】
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